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この疑いと不信仰の時代に，自身の生活と仕事のある大

勢の若人が，主の奉仕の業のために1年 半ない しE年 間

をささげています。人々に幸せな生活について教えたい

と切に願うがゆえに，たゆまず努力;を続け，進んで断食

し祈っています。これが奇跡でなくて一体何で しょうか。

今 か ら約62年 前 にわた しは伝 道 に出 ました。 その とき

父か ら(英 語 で)5つ の 言葉 を書 いたカー ドを渡 され ま

した。 それは， 自分 の娘の死 を知 らされた会堂 司へ の主

の言葉 で した。 「恐 れ る こ とは ない。た だ信 じなさい。」

(マ ル コ5：36)こ の テ ーマ に添 ってお 話 しした い と思

い ます。

王国は永遠に至 る

わた しはイエス ・キ リス トの福音が勝利 を収 めること，

そして地上 において教会，すなわち神 の王国が勝利を収

めることを信 じています。悪 とその勢力が次第 に増すの
ま

を目の当た りにして信仰が くじかれる思いのする人は，

ネブカデネザルの夢 を解 き明か したダニエルの物語を読

み返 して ください。ダニエルは 「秘密をあらわすひとり

の神」(ダ ニエル2：28)に 信頼 を寄せました。 そして，

わた したちの時代 についてこう述べています。「天の神

は一つの国を立てられます。 これはいつまでも滅びるこ

とがな く，その主権 は他の民 にわたされず，かえってこ

れらの もろもろの国を打ち破 って滅ぼすで しょう。そし

てこの国 は立 って永遠 に至 るのです。」(ダ ニエル2：

44)

わたしたちが代表する特権 にあずかっている大義 とは，

まさにこの永遠に至 る王国なのです。

神の王国の未来について考 えるとき，わたしは非現実

的な夢物語 におぼれているわけで はあ りません。わたし

は実際に，王国の力を物語 る奇跡 と，世界中の何百万 も

の人々の人生にますます大 きな影響 を及ぼしつつある様

子 を連 日のように目にしているのです。 しかし，神の王

国は非人間的な巨大組織ではありません。その実は，王

国を受け入れた人々の人生 に，平安 という形で現れます。

確かに，わたしたちは問題 を抱 えています。完成 には

ほど遠い状態です。それでも，絶 えずわたしの信仰 を強

めて くれるすばらしい出来事 をた くさん見てきました。

若人への信頼

わたしは教会の若人に信頼 を寄せています。その立派

な態度 と善良さ，そして清さに信頼を寄せています。わ
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たしは何千人 もの若人 と個人的に面接 をしてきました。

もちろん，悪の道に踏み迷った人 もいますが， ごく少数

です。

前に南ベ トナムを訪れた ときの ことを思い出します。

200人 か ら300人 の男性 と個人的に話 しました。戦火 と流

血を くぐり抜 けてきたにもかかわ らず，清い生活を送っ

て きた人々です。その中に，停戦区域近 くのロックパイ

ルから生還 したばかσの青年がいました。彼は道徳的に

清い生活 をして きたか との問いに対 して，「もちろんで

す。戒 めを破 ることな どで きません。ふさわしくあって，

いつかすばらしい女性 と結婚 したいですか ら」 と言いま

した。

宣教師の奉仕

わたしは教会員に備わった奉仕の精神に信頼 を寄せて

います。わたしは教会の伝道部 をずっ と訪問してきまし

た。今，4万9，000人 の宣教師がいます。彼 らは自費で，

また家族の援助 を受 けて活動 しています。人生 の中の1

年半ないし2年 間を主にささげた人々です。彼 らの1日

の働 きは長 く，彼 らの1週 間は多忙で過酷です。彼 らは

確信に満ち，説得力のある話 し方で，生けるキ リス トと
あかし

その驚 くべ き業の価値 について証を述べます。

ある宣教師か らの手紙 を紹介 しましょう。「わた した
み わざ

ちが御業に携わる中で見いだした最 も効果的な方法 は，

断食 と祈 りです。数週間前，ある求道者のことでそれを

実感 しました。彼には疑問や解決 しなければな らない問

題が山のようにありました。彼 と会 ってそのことについ

て話 した ときには，解決の糸口さえっかめないようでし

た。そこでわたしたちはアパー トに戻 り，彼 に祝福が注

がれてわたしたちの説明 したことを理解 して くれ るよう

にと主に祈 りました。また，わたしたちは彼 にとってバ

プテスマを受けることが とても大切だ と感 じたので，彼

にバプテスマを受 けたいという気持ちを授 けて くださる

ように祈 りました。彼 は6つ 目のレッスンを終えてもま

だ心が揺れ動いていました。そこでわた したちはバプテ

スマの前 日に断食 をしました。以来彼は忠実な教会員 と

して生活 しています。」

奇跡を起 こせないことをつぶや く弟子たちへの主の言
いのり

葉 が思 い 出 され ます 。「このた ぐい は， 祈 と断 食 とに よ

らな けれ ば，追 い出す ことはで きな い。」(マ タイ17：21)

献身という奇跡

この疑い と不信仰の時代に，自身の生活 と仕事のある

大勢の若人が，主の奉仕の業のために1年 半ないし2年

間をささげています。人々に幸せな生活について教えた

い と切に願 うがゆえに，たゆまず努力 を続 け，進んで断

食 し祈ってい ます。これが奇跡でな くて一体何で しょう

か。わたしにとって，彼 らのそばにいて彼 らのスピリッ

トを感 じること以上に新たな力がわいてくる経験はあり

ません。宣教師は若人への信頼を取 り戻させて くれ ます。

そして，主への信仰 をよみがえらせて くれ るのです。

両親への感謝

わたしは若人のすばらしさを示すバロメーターが もう
一つあると信 じています。パウロは，終わりの時に人々

が恩を知 らぬ者，神聖を汚す者，親 に逆 らう者，無情な

者になると警告 しました(2テ モテ3：1-3参 照)。

この預言が成就 しつつあることは，その例 をわざわざ現

代の家庭の外に求 めなくとも分か ります。 しかしわたし

は， この預言を否定する数多 くの事例 を見てきました。

わた しは若い宣教師たちを訪問する度に，大勢の若い男

女が 自ら立ち上がって自分の気持ちを述べる場に遭遇し

ます。その とき，ほとんど例外な くすべての宣教師の口

か ら出るのは，両親に対する感謝の言葉です。19歳 ，20

歳，21歳 ，22歳 の若い男性，女性が仲間内だけのそうし

た会で互 いに立 って，「父に心か ら感謝しています」「母

を愛 しています」 と述べ合う姿は，実にすがすがしい も

のです。彼 らは特に感傷的な人々ではあ りません。男 ら

しく，スポーツマンで，有能な若い男性であり，あるい

は魅力 と教養 に満ちた若い女性なのです。彼 らの言葉は

うわべだけのものではあ りません。彼 らのこの思いには，

今の時代 にあって，蒸 し暑い夜 に吹 く涼風 のようなすが

すが しさが感 じられます。
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改宗者の熱意

み くに

主はこう宣言され ました。「そして この御国の福音 は，
の

すべての民に対 してあかしをするために……宣べ伝えら

れるであろう。そ してそれか ら最後が来 るのであ る。」

(マタイ24：14)こ の ことが実現す る可能性はあるので

しょうか。以前わたしは，それが どのように起 こり得 る

かを示唆する一つのビジョンを得 ました。

南アメリカでの ことです。わた しは改宗 したばか りの
一人の女性に会いました。彼女は自分が見いだした福音

への愛が とて も強かったので，ほかの人々に熱心に話 し

て回 りました。バプテスマからわずか7か 月の間に，彼

1繋鑓轟驚欝雛
～な
っていることでしょう。わたしはブラジルのサ ンパウ

ロで，彼女 に初めて福音を教えた若い宣教師に会いまし

た。彼自身改宗者で，経済的に多大な犠牲 を払って，教

会の代表者 として伝道に出ました。わた しが話 している

この女性 は， この宣教師がこの時点までに教会に導いた

43人 の中の一人にすぎませんで した。 このブラジルの若

人は100倍 もの成果 をもた らしました。 自分が改宗 した

43人 に加 えて，その中の一人が60人 を改宗 したのです。

彼のそのほかの改宗者たち もまた，新たな改宗者 を連れ

て来ることで しょう。

み わざ

御業 には信仰が必要である

鑑1識搬1謙 難
要なのは，厳粛な目的を持った男性 と女性です。パウロ

ニ獄撚 『灘 鯉
翁 攣 冒r恥ずかしく思つてはならなし㌔1望 」

パウ日は，終わりの時に人々が恩を卸らぬ者，神聖を汚

す者，親に逆らう蓄，無情な餐になると警告しました。

しかしわたしは，この預露を薔定する事例を見てきまし

た。大勢の若い霧女が爾親に感謝の雷葉を語るのを耳に

して春たのです。

この教会のすべての会員が この聖句 を見 える場所 に

はっておき，毎朝1日 を始めるときにぜひ読んでほしい

と思います。 この言葉はわた したちに，人 に話す勇気 と

やってみる信仰 を与え，主イエス ・キリス トに対する信

仰 をより確かなものにして くれます。 この ことを行えば，

地上にさらに多 くの奇跡が生 まれることでしょう。

わたしは神が生きてお られ，イエスがキ リス トであり，

この業が主の神聖な御業であることを知 っています。わ

た しは皆 さんとともに，神聖な御業を大いなる行 く末 に

向かって発展 させる力 と信仰 と熱 い思いを授けて くださ

るように，天の神に願い求めます。□

ホーム テ ィーチ ャーへの提 案

1.時 折苦境 に立たされることはあって も，主の末 日

の偉大 な業は破れることな く，これからもますます力強

く前進するであろう。

2.教 会 には善良で立派 な若人，両親 とその義 にか

なった教えに感謝する若人が大勢いる。
`3
.奉 仕はこの民のモ ットーである。特に，福音 を必

要 とする人々への奉仕に携わる教会内のすべての若人や

夫婦，教会員のモ ットーである。

4.主 の末 日の業 には犠牲 と努力，勇気，信仰が必要

である。

5.使 徒パウロのテモテへの勧告はわたしたちへの勧

告で もある。毎 日その勧告 を心に留めれば，わた したち

は祝福 を受 ける。「神がわたしたちに下さったのは，臆

する霊ではな く，力 と愛 と慎 みとの霊なのである。だか

ら，あなたは，わたしたちの主のあか しをすること……

を，決 して恥ずか し く思 ってはな らない。」(2テ モテ

1：7-8)
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一口
　 と 約 束

パーラ ・ガルシ ア ・デ ・ブラボ

その日自分たちの目にした驚くばかりの出来事について考え，

また子供たちの交わした美しい約束を思い，

皆とめどなく涙を流しました。

夫
とわたしが，4人 の子供のうち

の二人 を連れて，我が家の小さ

な車で家 を出発 したのは，朝5時 のこ

とでした。激 しい雨が車のフロントガ

ラスに打ちつけ，道路 もよく見えない
ありさま

有様です。そんな天候 にもかかわ らず，

わたしたちは皆，心 を躍 らせていまし

た。1983年9月 の この 日，わた したち

はチ リのサ ンティアゴに完成 した神殿

の奉献式 に向か うところだったのです。

当時副監督 を務 めていた夫 は，神殿

内の大 きな部屋の一つで行われ る奉献

式に参加す るための整理券を，すでに

2枚 受け取っていました。上の二人の

子供たち，つまり10歳 になるイゴール

と9歳 のパ リータは，神殿 の近 くにあ

る礼拝堂でケーブルテレビを通 じて奉

献式の様子を見 ることにしてい ました。

もう一人の副監督であるバスーアル

ト兄弟 も，奥 さん と一緒 にわた したち

の車 に同乗 していました。二人 も，我

が家の子供たちと一緒 に集会所で奉献

式の様子 を見 ることになってい ました。

わた したちが車 を運転 してい るとき，

バスーアル ト姉妹が前の晩に見た夢の

話をし始 めました。「主人 とわた しが，

お宅の子供さんたちと一緒に，礼拝堂に

座って，奉献式の開始を待 っていたの。

する と突然，アッシャーの一人がやっ

て来て，こう言うの。『わた しについて

来て ください。神殿内に，空席がまだ

4席 あ りますか ら。』その人 はわた し

たちを神殿 の中へ連れて行 くと，前の

席に座 らせたの よ。あんまりはっきり

していて， まさか夢だ とは思わなかっ

たわ。奉献 式が終わ ると中央幹部たち

が参列者 と握手 を始めたの。幹部の一

人がお子 さんたちにも話 しかけて くだ

さったわ。」彼女 の話 を聞きなが ら，

わたしたちは平安 な気持ちに包 まれて

いました。雨は相変わ らず土砂降 りです。
あらし

神殿 に到着 しました。神殿 は嵐 の中，

堂々たる景観です。雨を避 けるため大

きな傘を差 したわたしたちは，子供た

ち とバスーアル ト夫妻を礼拝堂に残 し

て，神殿の指定 された席へ と急 ぎまし
み たま

た。奉献式は，御霊が豊かに注がれ，

何 ものにも代 え難 い体験 とな りました。

今思い出しても，温かい平安 な気持ち

が よみが えって きます。奉献式 が終

わった後 も，聖歌隊員が心を一つにし

て主 をたた える賛美歌 を歌い続けてい

ました。

夫 とわた しは神殿 を後 にし，子供た
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を管理 し，監督 を助 け，特別な励 ましを必要 とする人々

に関心を持つ， この同じ聖なる権能を持 っているのです。

わたしの父は監督 でしたが，わた しが神権 を受 ける前

に死にました。わた しは執事に聖任された ときのことを

はっきりと覚えてい ます。そのとき，新 しい世界がわた

しの前に開かれたように思いました。 より高い霊的レベ

ルに到達 した という気持 ちで した。人々が 「あなたは神

権 を持っている」 と言 うのを聞いて も， その ことについ

て完全 に理解するのは容易なことではあ りませんで した。
けんそん

しか し，謙遜な指導者たちのおかげで，わた したちは執

事 として，神聖な事柄 を行 う権能 と祝福 を与えられてい

ることを知るようになりました。

定員会役員 として，わた したちは，定員会の会員の世

話をした り，みんなが教会に来 られるようにいろいろ手

配した りしました。一緒 に集 まって活動するのは楽 しみ

で した。お年寄 りや夫 に先立たれた女性 を助け，集会所
せいさん

を掃除し，庭 を掃きました。 また，聖餐の トレー とクロ

スがいつ もきれいで清潔であるようにしました。わた し

たちは教会の一部であ り，教会 はわたしたちの一部で し

た。わたしたちはそのことを知 っていました し，実感 し

ていました。わたしたちは神の神権を持 っていたのです。

理解ある教師たちはわたしたちが青少年 として視野を広

め，常に進歩できるように，いろいろな面で助 けてくれ

ました。 とりわけ大切なのは，この若い時期に，よく準
しもべ

備 して救い主の僕 として召されるよう助 けて くれた こと

で しょう。主は，神権 を持つ皆 さんたち若人一人一人を

必要 としていらっしゃいます。

実際，皆さんの年代の若人は， これまでにも数多 くの

不思議な方法で働 いてきました。イエスはわずか12歳 の

ときに宮の中で教えを説き，教師たちを驚かせました。

ダビデは羊飼いの少年でしたが，主 に対する完全な信仰

を持って，戦場でペ リシテ人の巨人 ゴリアテと戦いまし

た。ジ ョセブ ・スミスは14歳 の とき，ヤコブの手紙の中

か ら 「あなたがたのうち，知恵に不足 している者があれ

ば，……神に，願い求めるがよい。そうすれば，与 えら

れるであろう」(ヤ コブの手紙1：5)と いう言葉を読

みました。後 にジョセブはこう言ってい ます。

「この聖句が，……かつて人の心 に力 を与 えたいかな

る聖句にも勝 って，わたしの心に力強 く迫って来たので

あった。……それはわた しの心の隅々に大 きな力で入 り

込んで来るように思われた。……

わたしは……人目を避けて森に入 って行った。'……

わたしは……ひざまずいて，心の願いを神 に告げ始め

た。」(ジ ョセフ ・スミスー歴史1：12，14-15)

み すがた

父なる神 と御子が少年ジョセブに御 姿を現され，イ

エス ・キリス トの教会 を回復に導いた大いなる出来事 は，

こうして始 まったのです。

アロン神権者 として，皆 さんはチームの一員です。

ちょうどわたしが高校のフットボールチームの一員だっ

た ようにです。しかし皆 さんには，わたしのチームには

なかったすばらしい保証が与えられています。皆 さんは

主の側 にあり，主が敗者 となられることはあり得ない と

いうことです。主に従 うなら，主は皆 さんが力強い僕へ

と成長で きるように助 けて ください ます。

どんなチームで もそうですが，皆さんにも従わねばな

らないルールがあります。有害な薬物やお酒を用いて皆

さんを迷わせようとする人々の誘惑 と圧力に打ち勝 って

ください。それ らが，あなたの身 も霊 も死に至 らせるも

のであるということは，皆さんもよく知 っているはずで

す。屈服 してはなりません。皆 さんは，世の人々とは異

なっているのです。ポルノグラフィー，汚 らわしい書物

や映画，下品な言葉，扇情的な音楽を生活の中に持ち込

まない ようにしましょう。それらはあなたを破壊 してし

まうものだか らです。

皆さんの思い出がこれか らの生涯に祝福をもたらすよ

うな，そんな生き方をして ください。永遠の幸福 と喜び

のために聖 なる神殿 に参入する栄えある日を待ち望んで

生活して ください。真の満足感 を得 られる日まで待つ こ

とので きる強さを養 ってください。すべてのことには時

と季節があ り，神の永遠の計画の一部 として成熟の過程

があるということを理解 していただきたいと思います。

真の価値観 と福音の真理は，時を超 えて永遠に存在する

ものであるということを忘れないで ください。自分の人

格 を築 くことができるのは本人だけです。 また，自分の

人格を傷つけることができるの も本人だけです。

人生は，ほかの人 とではな く， 自分自身 との競争です。

わた したちはより強 く， より良 く， より真実 に生きるよ

う， 日々努 めるべきです。毎日，昨日の弱 さを克服 し，

毎 日，間違 いを正 し，毎 日自分自身 をしのぐようにしな

ければな りません。

愛す る若人の皆 さん，わたしたちの未来の多くが皆 さ

んにかかっています。皆 さんは弱い者でな く，強い者 と

なるよう求められてのます。わたしたちは皆 さんを信頼

しています。皆 さんの受 けているチャレンジを理解 して
あかし くらやみ

い ます。皆さんが生ける神 について証するとき 暗闇の

世界にかが り火 を高 く掲げることがで きるのです。今か

ら始め，自分 自身を備 えて ください。皆さんは，確かに

必要 とされているのですか ら。□
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「キリストの言葉 を

よく味 わう」

七十人

スペンサー ・J・ コンディー

妻

圭
≡i

奎

≡

雪
」

一.一 ファイはその神聖 な記録を結
一 喝 ぶに当た り

，次のような，奥 の

深い，すばらしい約束 をしています。

「キ リス トの言葉 をよ く味わ う」 な ら
，

「キ リス トの言葉 は 〔わた したち〕が

なす べ きことをす べて告 げる。」(2

ニーファイ32：3)こ れ は非常に大胆

な約束です。ほんとうにわた したちは

すべての ことについて，神 の導きを受

けることがで きるのでしょうか。

『モルモ ン書』 のいちばん初 めの章

で，ニーファイは父 リーハ イが示現 を

見た ことについて言及 しています。 そ

の示現の中で リーハイは天使か ら1冊

の神聖な書物 を渡 され，「その書物 を
み たま

読む と……主の御霊 に満たされ」 まし

た(1ニ ー フ ァ イ112， 下 線 付 加)。

「キリス トの言葉をよく味わう」なら，
「キリストの吾葉は 〔わたしたち)が

なすべきことをすべて告げる。」

個人的にであれ，家族 としてであれ，

熱心に聖文を読 む人は，主の御霊でそ

の心 と思いが満た され ます。そしてこ

の御霊 によって，わたしたちは標準聖

典の中に，求める導 きを確かに見いだ

すことができるのです。

ニーファイの約束を実際に検証 し，

4つ のありがちな問題の解決 にキリス

トの言葉が どう役立っかを見ていきた

い と思います。

1.わ た しは自分 にの しかか る重

圧 で打 右ひ しがれそ うに感 じること

が時と してあ ります。入生 の中で，

このよ うな多 くの苦 しみ を受 けな け

ればならないのはなぜでしょうか。

この世 に生 を受 ける人はだれでも苦

しみを味わわなければなりません。聖

文 を調べれば，苦 しみには どういう意

味があるか知 ることがで きます。 また

様々な苦境に直面 して も，決 して何の

助 けもない状態に打ち捨て られている

のではない という確信 を見いだすこと

がで きます。

ニーファイ第二書第2章11節 には，

「すべての事物に は反対の ものがな け

ればならない」 と書かれてい ます。

その前後 を読 むと， これはリーハイ

が，息子のヤコブに救いの計画 にっい

て教えた言葉の一部 であることが分か

ります。救 いの計画には選択の自由，

すなわち 「思いのままに行動すること

がで き，強 い られ るこ と」(2ニ ー

ファイ2：26)の な い状態が不可欠で

す。苦 しみ も 「偉大 な幸 福 の計 画」

(アルマ42：8)の 一 部 として必要 な

ものです。 もし反対 のものがなければ
きよ

「義 は生 じ得 ない し，邪悪 も，聖さ も

惨 めな状 態 も，善 も悪 も生 じ得ない」

(2ニ ー ファイ2：11)か らです。

逆境 は，選択の自由を行使する機会

をもた らします。わたしたちがその機

会 を賢明 に用い るならば，主 はわたし

たちを清め，最終的 には救 いを与 えて

くだ さいます。預言者 ジョセブ ・ス ミ
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スは リバテ ィーの監獄 に投獄 されてい

た ときに，いつ まで迫害 と苦 しみに耐

えなければな らないのか，主に尋ね ま

した。それ に対 して主は次のようにお

答 えにな りました。 「息子 よ，あなた

の心 に平安が あるように。あなたの逆

境 とあなたの苦難 は，つかの間にすぎ

ない。

その後，あなたがそれ をよ く堪 え忍

ぶならば，神はあなたを高い所に上げる

、擁

懲 「
欝 「

難
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であろう。」(教 義 と聖約121：7-8)

確 か に苦 しみはこの世の生活の一部

として必要なものですが，わた したち

はそれを自分一人の力だけで耐えなけ

れ ばな らないわけで はあ りませ ん。

『モルモン書』 を読む と
，アルマか ら

バプテスマ を受 け， その後ひ どい苦 し

みを受 けた人々 に与 えられた主の約束

が書かれてい ます。

「『あなたがたの頭 を上げて喜びなさ

い。わた しは， あなたがたがわた しと

交わ した聖約 を知っている。……

またわたしは，あなたがたの肩に負

わされる荷 を軽 くし，……あなたがた

の背にその荷が感 じられないほ どにし

よう。・・…・』
はらから

そこでアルマ と彼の同胞 に負わされ

た重荷 は軽 くなった。まことに，主は，

彼 らが容易に重荷 に耐えられるように

彼 らを強 くさ乳た。 そこで彼 らは心楽
み こころ

し く忍耐 して， 主 の御 心 にすべ て

従った。」(モ ーサヤ24：13-15)

主 はわた したちが試しの時期 にある

とき，捨 てて孤児にするようなことは

なさい ません(ヨ ハ ネ14：18参 照)。

2.わ た したちの子供の一人が教

会か ら足 を遠 ざけ始め ています。子

供を連れ戻 すには何を した らよ いで

この世に生;を受ける人はだれでも苦し

みを味わわなければなりません。しか

しわたしたちはそれを自分一人の力だ

けで耐えなければならないわけではあ

りません。主は 「あなたがたの肩に負

わされる荷を軽く」すると約束されま

した。
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しょうか。

確かにこれは多 くの人が直面 してい

る非常に難しい問題の一つです。この

問題 についてもキ リス トの言葉の中 に

導きを見いだす ことがで きます。教義

と聖約第121章 の 中には， 自分の監督

下にある人が過ちを犯 した場合 には，

優 しく，ただし明確 に， また手遅れに

ならない うちに，それ を正す必要があ

ると教え られてい ます。そしていっそ

うの愛を示すように求め られています。

41節 か ら44節 に は次 のように書かれて

います。 「いかなる力 も影響力 も，神

権によって維持す ることはで きない，

あるいは維持すべ きではない。ただ，

説得により，寛容 により，温厚 と柔和

により， また偽 りのない愛 により，

優 しさと純粋 な知識 による。 これ ら

は，偽善 もな く，偽 りもなしに，心を

大いに広 げるものである。

聖霊 に感 じた ときは，その ときに厳

しく責 めなさい。 そしてその後，あな

たの責めた人があなたを敵視 しないた

めに，その人 にいっそ うの愛 を示しな

さい。

それ は，あなたの誠実が死 の縄 目よ

りも強い ことを，その人が知 るためで

ある。」

「その ときに」 という言葉 は 「遅 く

ならない うち に」 とい う意 味です。

「厳 しく」 とい う言葉 については様々

な解釈があ ります。その一つに 「明確

に」 という意味が あります。つまり，

責 める ときに，問題 となっている事柄

に焦点 を合わせるなら，その時点での

行 いがた とえ受け入れ られない もので

あるにせ よ，相手 に対 して，なお愛さ

れ，大切 に思われているのだという気

持 ちを抱かせ ることができるのです。
しっせき

愛 を伴 った叱責 のすばらしい模範が，

アルマが不従順な息子コ リアン トンに

与 えた勧告の中 に示 されています(ア

ルマ39-42章 参 照)。 アルマは力強 く，

また分か りやす く教 えを説いた後 に，

愛を込 めて息子 を叱責 し，「これ らの

ことに思い悩 まされることな く，ただ

自分 の罪にだけ心を悩 まし，その悩み

によって悔 い改 めに導かれ るように」

と勧告 してい ます(ア ルマ42：29)。

皆 さんは，アルマ自身 も若い ときに，

自分の監督下にある人が過ちを犯した

場合には，優しくそれを正すとともに，

いっそうの愛を示す必要があります。

父親 の祈 りにこた えた天使の現れを受

けるまで，不従順な生活 をしていたこ

とを思い出す ことで しょう(モ ーサヤ

27：14参 照)。 救 い主 は祈 りが もた ら

す力についてニーファイ人 に教 えられ

たときに，「与えられると信じて，わた

しの名 によって父に求めるものは，正

当であれば，見よ，何で もあなたがたに

与 えられる」 と約 束 され ました(3

ニ ー ファイ18：20)。 聖 文 には，祈 り

が実際に力 をもた らす とい うことが，

何度 も繰 り返 して教 えられています。

3.わ た しはある入 か らひど く心
ゆる

を傷 つけられま した。あの人を赦す

の は容 易な ことではあ りません。わ

たしはどうしたらよいでしょうか。

主は御 自身 に裁 く権能 のあることを

明 らか にしておられ ます。 「主なるわ

たしは，わた しが赦そうと思 う者を赦

す。 しか し， あなたがたには，すべて

聖 徒の道/1996年5月 号
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ゆる

の人を赦す ことが求 められ る。」(教 義

と聖約64：10)

これ は非常に高い標準です。 あまり

にひ どい仕打ちを受け，自分を傷つけ

た人を赦すのは非常に困難 な場合があ

ります。 『モルモン書』 には，人 を赦

すための霊的な力 を得 るにはどうした

らよいかが説 かれてい ます。「慈愛 は

長 く堪 え忍び，親切 であ り，ねた まず，

誇 らず， 自分の利益を求めず，容易に

擁 鶏 、缶
・

。犠

欝

諜

雛

賜鈴

猶

・舜

昌 佐

嚇

灘

磁～繍 ・繍 編

欝 》
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怒 らず，悪事を少 しも考えず，罪悪を

喜ばないで真実 を喜び，すべてを忍び，

すべてを信 じ，すべてを望 み，すべて

に耐える。 ……

慈愛 はキ リス トの純粋な愛であって，

とこしえに続 く。 そして，終わ りの日

にこの慈愛を持っていると認め られる

人 は，幸いである。
はらから

したがって，わた しの愛する同胞 よ，

あなたがたは，御父が御子イエス ・キ

リス トに真に従 う者すべてに授 けられ

た この愛で満た され るように，……熱

意を込めて御父 に祈 りなさい。」(モ ロ

ナ イ745，47，48， 下 線 付 加)

。、一
賜物です。心を込めた熱心な祈 りは，

この賜物 を受けるよう，心 を開いて く

れ ま

4.自 分の罪が赦された ことは ど

うしたら分かるでしょうか。

モーサヤ書第4章 と第5章 の中でベ

ニヤ ミン王 は，罪が赦 された ことを示

す幾つかのしるしについて話 していま

す。ベニヤ ミン王はその前 に入々に力

強 い説教 をしました。 それ を聞 いた

人々は心を和 らげ，自分たちが この世

的な状態にあることを認め，キ リス ト
あがな

の瞭 いの血 によって再び清 められ るよ

うにと祈 りました。祈 りの言葉 を終 え

あまりにひどい仕打ち;を受け，自分を
ゆる

傷つけた人を赦すのが非常に困難な場

合があります。人を赦す力も含めて，
たまもの

愛は神からの賜物です。心を込めた熱

心な祈りは，この賜物を受けるよう，

心を開いてくれます。



ゆる

ると。「彼 らは，罪 の赦 しを受 け，良

心の安 らぎを得」 ました。(モ ーサ ヤ

4：3)。

喜 びを感 じるのは正 しい道に戻 る過

程にあることの一つのしるしです。 ア

ルマは 「悪事は決 して幸福 を生 じた こ

とが ない」 と教 えてい ます(ア ル マ

41：10)。 喜 び と悲 しみ を同時 に感 じ

るということはあり得 ません。ですか

ら，心が喜びで満たされるということ

は，悪い行いを克服す る過程にあるこ

とのしるしと考 えてよいのです。

ベニヤ ミン王 の民が罪 の赦 しを受 け

た ことを示す二つ目のしるしは，彼 ら

が良心の安 らぎを受 けた点です(モ ー

サヤ4：3参 照)。 自分の罪をすべ て

忘れることはないにして も，心か ら悔

い改めるなら，安 らかな良心をもって

それ を思 い起 こし，「二度 と罪 を思 い

出して苦 しむ ことがな くな」 るのです

(アルマ36：19)。

3番 目は，悔 い改 めると，神 の愛で

満たされるというしるしです(モ ーサ

ヤ4：12参 照)。 愛で満た された心 は

それだけでいっぱいにな り，憎 しみ，
ふくしゅう

復 讐心 ，落胆，恐れ な どが入 り込 む

余地があ りませ ん。

4番 目に，わた したちは 「互 いに傷

つけ合 う心 を持た」な くな り，子供 た

ちが 「互 いに戦 うの も，争い合 うの も

ほうってはおかな」 くな ります(13-

14節)。

5番 目のしるしは，助 けを必要 とし

ている人 に自分 の持 ち物 を与 えるよう

にな る とい う ことで す(16-21節 参

照)。 救 い主 は人 々の重荷 を軽 くされ

ました。わた したち もそれ と同じ行 い

μ編 辮 偏4翔"

麟麟繍

1讐

〆饗
響

をする強い望み を持つようになること

でしょう。

そして，真の悔 い改めを示す6番 目

の しるしは，「悪 を行 う性癖 をもう二

度 と持つ こと」 がな くなる ことです

(モーサヤ5：2)。

聖 文は洞察力 と神の勧告を与えて く

れる文字 どお りのごちそうです。何度
み こと ば

もその食卓に着いて，御言葉 をよく味

わいましょう。そうするな らば，聖な
み たま

る御霊がわたしたちの生活をすべてに

わたって満た し， 「神の善 い言葉で養

われ……正 しい道にとど」 まる助 けと

なる ことで しょう(モ ロナイ6：4)。

救 い主は自分 自身の言葉について次

の ように宣言 され ました。「これ らの

言葉 は人々か ら，人間から出ているの

灘
櫛 鍬 魁鶴

鴻発

講

惣
り μ1雄

撫灘

!!!!

伽

難

聖文は洞察力と神の勧告を与えてくれ

る文字どおりのごちそうです。何度も
み こと ば

その食卓に着いて，御言葉をよく味わ

いましょう。そうするならば，聖なる
み たま

御霊がわたしたちの生活をすべてにわ

たって満たし，「神の善い置葉で養わ

れ」ることでしょう。

ではな く，わたしから出ているのであ

る。……

これ らの言葉 をあなたがたに語って

い るのは，わたしの声である。……

そのために，あなたがたは，わた し

の声 を聞いた こと， そしてわた しの言
あかし

葉 を知っていることを証で きるのであ

る。」(教 義 と聖約18：34-36)□

聖徒 の道/1996年5月 号
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∂唱直

ダリン ・リスゴー

腹
が立 って今 にも爆発 しそ うにな

ることはあ りませんか。それは

しょっちゅうですか。怒 りは好 まし く

ない感情です。心にも肉体 にも良い影

響は与えません。以下の助言 に従 うな

ら，怒 りを静 め，平静さを失わず，友

情を維持 していくのが もっとたやす く

なることで しょう。

気持ちをす ぐに切 り替える

怒 りが込み上 げてきた とき， ほかの

ことに気持ちを向けるとよい場合が あ

ります。以下の方法 を試 してみて くだ

さい。

■10ま で数える。 それがだめなら，

100か ら1ま で逆 に数 える。それで も

だめなら，20ま で外 国語 で数える。気

持 ちの切 り替 えに必要なだけ数 えるこ

とです。

■散歩 に出かける。い らい らの原因

が何であれ，場所 を変 えることで気持

ち も変えやす くな ります。

■精神 を高揚させ る本 を読む。聖文

を読むのはとて も効果的です。

■心 を和 ませる音楽 を聞 く。 「音楽

は野獣をなだめる」 ということわざが

あります。怒 っている人 は野獣のよう

なものですか ら，効 き目はあ ります。

■賛美歌 を歌 う。静かにハ ミングす

るだ けで もよいでしょう。

■ゴムボールか何か壊れない小 さな

物 を握 り締める。

■どんな状況にあってもユーモアの

精神 を忘れない。 この方法は，あなた

が思 ってい るほど難 しく・はないはずで

す。

闘物事 を前 向きにとらえる。ひ ょっ

として この経験か ら何か学べないだ ろ

うか と考 える。

■平静でいることをテーマ とした聖

句や好 きな引用文を思い起 こす。

■バスケッ トボール をした り，走 っ

た り，サ ッカーボール をけった りして

怒 りを発散 させる。

■何度か深呼吸 をし，よ く考 えてか

ら発言する。怒 りに任せて口を開けば，

やがて後悔す ることになるで しょう。

■ 「自分 の間違い とい うこともある

のでは」 と自問す る。むかむかす る原

因になっているのが自分 とい うことは

ないで し ょうか。状況 把握 は十分で

しょうか。第三者が関与 していて，真

相 に確信 を持てない ときには，いつ も

よい方にとらえることにしましょう。

■だれかに自分 の思 いを打ち明 ける。

自分の気持ちを伝 えれば，友達か らよ

いア ドバイスを受 けた り，少な くとも

別の見方を学んだりすることができま

す。

■この状況 に対 して，キ リス トなら

どう対応 されるか考 える。

■祈 りをささげ る。心 にゆ とりを

持って正 しいことができるよう天父に

助けを願 い求めましょう。

避けるべ きこと

対応の仕方によっては，その ときに

はもっともだ と思えて も，結局 は事態

を悪化 させて しまう場合があ ります。

ですか ら何 をするにも，次の事柄 を覚

えておいて ください。

■主の名 をみだ りに口にしない。

■いらいらするからといって周囲の

人やペ ッ ト，あるいは壊れやすい物 に

八つ当た りをしない。
ふくしゅう

■復 讐 しようとしない。

■怒 る度 に食べ過 ぎた り買い物に出

かけた りするといった悪習慣に身を染

めない。

■根 に持たない。

■黙 り込んで しまわない。

役立つ3つ の質問

腹が立 った ときに次 の3つ の事柄 を

自問 してみて ください。

■その怒 りの対象 には，怒 りを抱 き

続けるだけの価値が あるだろうか。

聖徒 の道/1996年5月 号
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囎

藪

■むしゃくしゃしてい る理由は正当

なものだ ろうか。

■腹の立つ事柄 に対 し，自

分 にできることはあ

難薄

甥

む ことで時間を浪費するのは

やめましょう。逆に， もし何

かやれ ることがあるのな ら，

怒ってな どいないで，す ぐに

それを実行すれば よいのです。
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聖文に書かれていること

怒 りに関す る聖句 は聖文のあちこち

に記 されてい ます。手始めに以下の聖

句 を参 照 してみ て ください。マ タイ

5：44(敵 を愛 す る)， 教義 と聖 約
ゆる

64：10(す べ ての人 を赦す)， マタイ
ほお

5：39(ほ か の頬 も向ける)，3ニ ー

ファイ11：29(争 い の心 を持つ者 は悪

魔 につ く者 である)， 箴 言16：32・

(怒 りを遅 くする)。 □

譲

騨 無

雛



家庭訪問メッセージ

いや

「大 いな る癒 しの 力 」

「神 はあなたがたをかえりみてい

て下さるのであるか ら，自分の思

いわず らいを，いっさい神 にゆだ

ねるがよい。」(1ペ テロ5：7)

救
い主が この世の生涯 を閉 じよう

とされていた とき，救い主の先

任使徒は主を知っていることさえ否認

しました。救い主 はそんなペテロをヲ

難塑 ∠慰 鯉 ずですが，そ
う は され ませ ん で し た(ル カ22：55一　
62参 照)。 その後，ペテロは深い信仰

と固い決意で主の期待 にこた え，つい

には主の教会 を管理する者 とな りまし

た。 またキリス トは，残酷 な十字架の

刑を行ったローマ人たちを非難なさる

こともできました。 しか し，十字架の

上で，苦痛 にさいな まれなが らも，

「彼 らをおゆるし ください
。彼 らは何

をしているのか，わか らずにいるので

す」(ル カ23：34)と 言 われ，十字架
ゆる

にかけた者たちをお赦 しにな りました。

鯵

鰯繍 磯 π慰灘 纈'

講

救い主はわたしたちに

赦すように求めておられ る

人 を赦す ことは時 として難 しいもの

です。特 に， 自分が深 く傷ついた とき

はそうです。わたしたちを傷つけた人

が悔い改め， さらに神がその罪をもう

思い起 こさないでいて くだ さるのに

(教義 と聖約58：42参 照)， わた したち

がいつまで もその人を赦そうとしない

という場合 もあります。 これ は，傷 つ

けられた者 と悔 い改めを要す る者が家

族同士のときは，特に当てはまります。

しかし， ほかの人か ら傷 を受 けた こと

をいつまで も恨んでいると，わた した
あがな

ちの霊が損なわれます。腰いの完金な

祝 百を経 ワ""る の"

ち 確かに・.わ一

としない場合 には， もっと大 きな罪を

犯 す こ とになるのです(教 義 と聖約

4：9-10参 照)。

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レー 大 管 長 は

こ の よ う に述 べ て い ま す 。 「キ リ ス ト
いや

は大いなる癒 しの力を持ってお られま

す。そして，……もしわたしたちが主しもべ 　一
癒しの力をほかの人のために行使する

だけではな く，恐 らくもっ と重要な ご　 　

とには， 自分 自身のために行使する必

要があ塗塾 」(翫 納'銃6E鋭 ηω

げ ：τ翔6Rθ1@oη 『信仰一 真の宗教

の核心』，p.35)イ エ ス ・キ リス トへ

の真の信仰があれば，わたしたちに対　 　 　 いドゴヒぱ　へ

Lζ鍍 翅 ζ罪堂 葺辺 騨 さの加 越

娃蚤召 ζ璽 塾きゑ ¢Σです・

赦 しのすばらしい模範が教会歴史の

中に見 られます。W・W・ フェルプス

は預言者ジ ョセフ ・スミスの親 しい友

.人であ り，福音 のために多 くの犠牲 を

払 った人物です。 ところが， ミズー リ

において，預言者 と教会に逆 らい まし

た。1838年 に彼が偽 りの証言をしたた

めに，預言者をはじめ教会の指導者た

ちが投獄され，何か月 もの間大 きな苦

難 に遭遇することになりました。

1840年 に なると，W・W・ フェルプ

スは自分の罪 を認 め，ジョセブ ・スミ

スに赦 しを嘆願 しました。すると預言

者 はこう答 えました。「確か にわた し

たちはあなたの行為のために随分=苦し

みました。…… しか し，……わた したち

はまだ生 きてい ます。それを主に感謝

しています。……あなたの告 白が真実

であり，あなたの悔い改めが真心か ら

の ものである と信 じ，喜んであなたを

教会員 として再び歓迎 します。教会へ

戻 って来て くれた ことをともに喜びた

い と思 います。…… さあ，兄弟，こち ら

に来 て くだ さい。い さかいの時 は過 ぎ

去 りました。かつての友達が，再び友達

になったのですか ら。」(撚 のη げ 漉6

C伽z碗 『教会歴史』4：163-164)

赦しは人を癒す

報復 を求めず人 を赦す ことによって，

社会を分裂 させる争いの心 を癒す こと

戯 す。

同様 に大切な ことは，人 を赦す と，

わた したち め が癒 》 口めます。

わた したちが救い主に信仰 を持 ち，自

分 に苦痛 を与 えた相手 を赦す とき，贋

いの力によってわたしたちの傷っいた

心が癒 され，悲しみの重荷が軽 くな り，

家族や隣人，そして自分 自身の心に平

安が もた らされるのです。

使徒パウロはこのように喚起 してい
たがい

ます。「互 に情 深 く， あわれみ深 い者

とな り，神がキ リス トにあってあなた

がたをゆるして下 さった ように，あな

たがたも互 にゆるし合いなさい。」(エ

ペ ソ4：32)

●寛大な心 と赦 しの精神 をさらには

ぐくむにはどうしたらよいで しょうか。

●わた したちに対 して間違ったこと

を した人のために祈 ると， どのような

平安がもたらされ るで しょうか。
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語 り合 い，祈る度 ことに，聖文 を1ペ ー ジ読 む こ と に，
あかし

証を得ることができました。

サンティアゴ ・マルケス ・ペ レス
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輩同僚 とわたしは，いつ もたっぷ りと時間をかけ

先 てホームティーチングをしていました。訪問をし
た後，同僚はウルグアイのカラスコの どこにでもある木

陰の静かな通 りに車 を止め，少年時代の思い出や母子家

庭で育 った苦労話をして くれたものでした。そして，少

年時代の話になると，決まっていつも若いころ伝道に出

た話 をするのでした。伝道の経験について話す ときは，

とても熱のこもった口調にな りました。

それは1968年 の ことです。実はその同僚 とは，当時の

ウル グア イ ・パ ラ グア イ伝道 部 の部 長 ， ウ ィ リアム ・

N・ ジ ョー ンズ兄 弟だ ったのです。

ウルグアイに住む大勢のほかの芦者たちと同様に，疑

いに満ちた世にあって，わたしが進むべ き道 を探 し求め

ていたことを，ジョーンズ部長は知 っていたので しょう

か。国内の政治は緊迫 した情勢にあ り，わたしは周囲の

政治的変化の中にあって，「自分 には一体何ができるだ

ろうか」 と困惑 していました。

しかし，ユーカリの木陰で，その同僚はとて も穏やか
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な力強い口調で語って くれ ました。お
ガ

懸 かけで， 少な くともそ の ときだ けは，
げ

←鋤 わたしの頭の中はすっきりとしていま

した。同僚 は，わたしに人生の計画 を

立てるように，こ く自然な形で励 ましを

与えて くれ ました。 また，教会で会うとい

つ も温か くわたしを抱 き締 め，尋ねました。

「将来の宣教師さん， こ機嫌いかがですか。」
「宣教師って，ぼ くのことてすか」 と心の中で

難義

擁鑛畿
雛"

答えたこともよくありました。そんなに先のことまで

考えられなかったのてす。『モルモン書』 については，

真実の書物てある と信 じていましたが，それはただ歴史
あカし

的な理由からたけで，ほん とうの証 は持ってい ませんで

した。 ショーンス部長は 『モルモン書』を読むように励

ましてもくれ ました。わたしの 『モルモ ン書』に 「あな

たの内なる光が さらに大 きな輝 きを放ちますように」 と，

書いて くれたこともあります。 しかし数か月たっても，

輝 きを放つその皮表紙の本は閉しられたままでした。

結局，迷いはあ りましたが，伝道 に出ることに
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警欝

決めました。いったん決心してしまうと，急に元気が出

てきました。 しかし，教会員ではない母親 にそのことを

話す と，賛成 してはくれませんでした。 とて もつらそう

な表情 で， 「お まえは もうわた しの，自子で はあ りませ

ん」 と言い放ちました。

母親 には反対 され ましたか，日曜 日にはたいてい平安

な気持ちにな り，カルハー監督 と度々静かに二人 きりて

話 をしました。ある日，監督 は言いました。「ここに教
カぎ

会の鍵があります。空いている小さな部屋を見つけ，そ

こで主に近づ く努力 をしてみて ください。」

それか ら毎 日，わたしは監督の家 に寄 り， その鍵 をも

らいました。4時 間か5時 間，教会で 『モルモン書』や

そのほかの聖文 を読みました。 『モルモン書』 について
あカし

の証 を得 られるように断食 もしました。

監督はわたしが断食 していることを知 り，その好機 を

逃 さすに，肉体 と霊が密接 にかかわ り合っていることに

ついて教 えて くれました。知恵の言葉の大切 さを説明し，

個人の啓示を受 けるにはとうしたらよいかを教えて くれ

ました。わた しは監督の教えて くれた ことを決 して忘れ

ないてしょう。

教会の教室て過こした時間は，これからもわたしの人

生にとってかけかえのない音味を持つことで しょう。証

を得た日やその瞬間 を特定することはてきません。それ

がゆっ くりとした過程たったか らです。 で も徐々 に，

『モルモ ン書』の一つ一つの話かわた し自身の霊の糧 と

なっていきました。

よくわた しは，腰かけている冷たい金属のいすや，ひ

さますいている床か ら飛ひ立ち，古代のニーファイ人や

レーマン人の世界へ舞い降 りたかの ように感 じることが

あ りました。ヘニヤミン王の説教を読んているのではな

く，実際にその場で聞いているような気がしたのです。

草の上に座 り，ニーファイ人の天幕に囲まれながら，年

老いた指導者の話を聞きにやって来た人々を眺めました。

ヘニヤ ミン王の話は，政府の役割，良い指導者，個人の

価値，真の奉仕の音味について，わたしか長い間疑問に

思っていた大部分の事柄に答 えを与 えて くれました。

昔か らわた しは，モロナイの約束 は成就されると信 し

ていました。たた，ほかの人の場合のように，それが突

然起 きるのではないかと期待していたのてす。しかし，

徐々に得られた証ではあ りましたが，それは力強いもの

で した。 とうとう，わたしにも分かったのてす。

教会員の愛 と，そしてもちろん家族の愛に見守 られな

が ら，わた しは伝道地 に向かいました。家族はわたしの

していることを十分に理解 してはい ませんでしたが，ほ

とん と全員 が， 「何か善い こ とをしようとしているん

た」 と思って くれていました。

チャレンシに満ちた時期を過 ごせたことに対 し，わた

しは心から主に感謝 しています。主イエス ・キリス トの

代理人 となれた機会 にも，深 く感謝 しています。伝道中，

主 と 『モルモン書』 について度々証 しました。その証は，

語 り合い，祈る度 ことに，また聖文を1ペ ーシ読むことに，

ゆっくりと， しかし着実に強 くなっていったのてす。□
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「この人 は一 体だれなん だろ

う。なぜ ここにいるんだろう。

どうしてわた しの名前を知っ

ているんだろう。」

教
会の外で集会 の始 まりを待って

いると，ある男性が こちらに歩

み寄って来 て，わた しの名 を呼 んで こ

う尋 ねたのです。「ぼ くが なぜ ここに

来たのか分か りますか。」

いきな りこう聞かれてわた しは驚 き

ました。「この人 は一体だれなんだ ろ

う。」見覚 えがあるような顔 でしたが，

心当た りはまった くあ りませんで した。

ましてや，彼が ここに来た理由など知

るわ けがあ りません。何か気 まずさを

感 じなが ら 「分か りません」 と答えま

した。

「君がいるか らぼ くは教会に来た ん

ですよ。」彼 は照れる様子 もな く率直

にそう言 ったのです。

そ う言われてわたしは改めて考 えて

みました。 しかし，かすかに知ってい

るような気がするものの，やはり以前

どこかで会 った記憶 などありませんで

した。 この男性がだれなのかまった く

分か らない というのに，彼は目の前に

立 って， 「君がいるか らぼ くは教会に

来た」 と言 ってい るのです。

納得できないでいるわた しの様子に

気づいて彼 はこう説明 しました。「ぼ

くは，大学の体育の授業で君 と一緒の

クラスなんです。いつ も君の ことを見

ていました。」

わた しのことを見ていただって。そ

れ は一体 どういう意味なんだろう。

彼 はこう続 けました。「君が ほかの

人 とは違っていることに，ぼ くはす ぐ

に気づ きました。下品な言葉遣いはし

ないし，怒 りっぽ くもない。たば こは

吸わない し，品のない冗談 を口にす る

ことも，そんな会話 に耳 を貸す ことも

ない。周 りの人たちが低俗な話 をして

いて も決 して加わ らない。ぼ くは心か

ら君 を尊敬するようにな りました。君

はまさしく，ぼ くがな りたい と思うと

お りの人だったんです。そ こでぼ くは，

周 りのみんなに君のことをいろいろ尋

ねてみました。君の名前か ら始 まって，

君がモルモ ンだ ということ， そして こ

この教会 に通っているとい うことも調

べ ました。だか らぼ くはここへ来たん

です。」

その ときのわた しの気持ちをどう書

き表 したらよいでしょうか。わたしは

ただ，いつ も教 えられてい るように生

きようと努力してきただけでした。そ

してその努力は，恐 らくあまり自慢で

きるほどの もので もなかった と思い ま

す。わたしは伝道に出る準備 はしてい
かんぺき

ましたが，完壁ではあ りませんでした。

それなのに彼 はわた しをずっ と見てい

た と言 うのです。少 し心配になってき

ました。何かまずいことをしでかさな

かったでしょうか。そ うでない ことを

望みました。

彼 は教会の集会に出席 し，数週間に
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わたって宣教師か ら福音 について学 び，

その後バプテスマ を受 けました。そし

て1年 後，わたしが伝道に出 る少 し前

に彼 も伝道へ と旅立ちました。彼は宣

教師 としての召しを忠実に果たし，帰

還 した後，神殿 で結婚 しました。彼は

ほんとうに幸福 そうでだれよ りも温和

な人物です。

彼を改宗に導いたのはわたしではあ

りません。わた しはただ，いつ も教え

られている標準， そして自分が正 しい

と信 じる規範 に従 って生活 しようとし

て きただけです。彼が見ていた ものは，

わたしではな くこれ らの標準であ り規

範だったのです。

「あなたがたの光 を人 々の前 に輝 か

し，そして，人々があなたがたの

よいお こないを見て，天 にいます

あなたがたの父 をあがめるように

しなさい」(マ タイ5：16)と い

う救 い主の言葉 を読む度 に，見'

知 らぬ人が近づ いて きて，「君

が い るか ら教会 に来 たんで す

よ」 と言った 日の ことをいっ

も思い出 します。□
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フランス人の教

会員が強められ，

より豊かな信仰

の収穫を刈り入

れるに従い，イエス ・キリス

トの福音は年を追うことに

徐々に広がりを見せています。

年 ごとに花 を咲かせる草花のように，

教会員たちはこの地 に積極的 に福音を

確立 し，擁護 しています。現在の指導

者のほとんどが1960年 代 に改宗した人

たちで， 自分たちをモルモン1世 と考

えてい ます。彼 らは福音 に深 く根 を下

ろし，今やモルモン2世 や3世 たちが

花を咲かせているのです。

ここに例 を挙げる3人 の1世 の家族

のつなが りは，フランス全国に多 く見

られ るものです。 シモネ，バ ビン，そ

してコセの3家 族 は，25年 か ら30年 前

にそれぞれナンシ，パ リ， そしてボル

ドーで教会 に加入 しました。それか ら

1世 代 を経 た今，彼 らの影響は12以 上

の地域 で見 ることができます。

55万 平方キロに及ぶ国土のほと

約 んどは肥 よくな黒土に覆われ，
植物が豊かに成育 しています。アルプ

スやピレネー山脈 の谷間 には野生の草

花が，丘陵地帯には真 っ赤 なけしの花

が咲き，野原 にはラベンダーの香 りが

漂います。

美 しい庭 園の ような この国 には約

6，000万 人 が住んでい ます。 およそ20

パ ーセ ントがパ リに住 み，そのほとん

どはアパー ト住 まいです。 この国には
は

ほかに， ノルマ ンディのつたの這 う石

造 りの農家や，海 辺にあ る漁村 のコ

テージからリビエラの赤 レンガの家，

ま た ，

右ページー 曲がりくねった川と豊かな緑の国フ

ランスは，まるで庭園のように美しい。下 フ

ランス ・ニースステーク会長ジャンエメイ ・デュ

ランと奥さんのシャンテル。

雛懸
灘 簸・

繕 犀



















人 と友達 になれ るように尽力 しました。

その結果，近所の数家族，合計57人 が

教 会 に加 入 した の で す 。 「ス ペ ン

サー ・W・ キンボール大管長が近所の

人たち と福音 を分かち合 うように勧告

した とき，わたしはその言葉を真剣 に

受 け止めました」 と， ロー ト兄弟は言

います。 「わた したちはすば らしい隣

人 に恵 まれていますし，彼 らを愛 して

いるんです。その愛の自然 な発露が福

音 を分かち合 うことだ ったのです。」

庭の手入れ

伝道 に加 えて，ステークの創設 も福

音がフランスに根 を下 ろす助 けとなり

ました。会員たちは奉仕を通 して指導

力Lを身に付けます。フランスの支部や

ワー ドの多様性は，言ってみれば，雑

草一つない田舎の野菜畑 と，緑の葉や

様々な色のか ぐわ しい花々が咲 く，町

のアパー トのプランターの ような もの

です。パ リ地域で，ベルサイユの成熟

した昔からのワー ドと熱気あるクリシ

支部 を一 目見 れば， フランス中の同じ

ようなワー ドや支部の様子が分か るは

ずです。農村地帯には，モ ン トーバ ン

支部 のように小 さい支部が多 く見 られ

ます。 ・

ベル サイユ。IBMに 勤 務 す るジャ

ン ・ルーク ・マーグレが，ベルサイユ

ワー ドの監督を務めてい ます。マーグ

レ監督 と奥 さんのビア トリスには4人

の子供がいます。ベルサイユワ己 ドは

フランスで最 も古いワー ドの一つで，

フランス ・パ リステークセンターとし

ても使われている赤 レンガの礼拝堂で

集会が 開かれてい ます。260人 の会員

の多 くは活発で， この数には一時的 に

滞在 している日本人やアメリカ人 のビ

ジネスマンとその家族が多 く含 まれて

います。ステーク指導者の多 くはこの

ワー ドに所属 しています。

「わた したちの最大のチ ャレ ンジは，
きょう

明 日進歩するために今 日何ができるか

とい うことです」 とマーグレ監督は言

います。「外国か ら来 てい る短期滞在

の会員たちが このワご ドに力を増 し加

えて くれていることには心か ら感謝 し

てい ます。しか し， この地 の教会の将

来 はフランス人会員 をいかに強めるか

にかかってい るのです。」 マーグレ監

督 は， このワー ドのチャレンジに対 し，

いつも創造的な解決法で，ビジョンを

もって対処 しています。例えば，境界

.が広い地域にわたるこのワー ドには
，

会員たちの小さなグループが散在 して

い ますが，マーグレ監督 は，地元 の神

権指導者が これらの小グループにとっ

て羊飼いの役割 を果たすように励 まし

てい ます。 これによって，グループ内.

の人々の一致を図 り，福音 を分かち合
あかし

うことを通 して彼 らの証 をより堅固な

もの とす るのです。

「20年前 と同 じ方法 に固執 する こと

はで きません」 とマーグ レ監督 は言い

ます。「例 えば， この辺 は大変道 の混

雑す る所で，会員たちは大概7時 にな

らない と職場か ら帰宅で きません。で

すか ら，時間の節約のために集会 を統

合す るようにしています。そして，で

きるだけの ことをして，残 りは主にゆ

だねているのです。」

ステーク扶助協会会長のセシール ・

プルー も同じ考えです。「教会が よく

確立 しているこの地域でさえ，会員の

聖徒 の道/199自 年5月 号
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左ページー パリの独身成人は，楽し

んで活動に集い，互いの友情;を心の支

えとしている。上一 ベルサイユの

ジャン ・ルーク ・マーグレ監督と奥さ.

んのビアトリス。下 クリシ支部の
せいさん
・聖 餐 会

。

多 くは幾つかの召 しを兼任 してい ます。

創造性 を働かせてそれ らの召 しを果た

していかなければな りませ ん。扶助協

会では，家庭訪問を通 して姉妹たちを

強めることを目標の一つにしています。

扶助協会の姉妹たちが力を合わせれば，

福 音 を世 に広 める強い力 となれ るで

しょう。」

クリシ。最近パ リステークの会長会.

に召 されるまで，クリスチャン ・スー







が多い とい う結果 を生 んでいる.のです6

末 日聖徒の家族 も同じ困難に直面 して

い ますが，大 きな犠牲 を払い，母親が

家庭 にとどまって4，5人 の子供 を育

ててい ます。

フランス ・ニースステーク会長 ジャ

ンエメイ ・デュランと奥 さんのシャン

テルは，子供 を持つ ことは大 きな祝福

であると感 じています。デュラン会長

は言 います。「バ プテスマを受 けてか

ら， もっ と子供 を持 とうと決め ました。

この決断 にいつ も感謝し続 けて きまし

た。聖文学習，個人 と家族 の祈 り，家

庭 の夕べ，そして教会 に出席すること

が子供たちに信仰の盾を与 えて くれ ま

す。彼 らは真理 を知 ってい るので，

誤 った教義に直面 して も迷 うことがあ

りません。」

デュラン姉妹 も同意見です。「わた

したち夫婦 も子供 も，神権 の祝福 に

よって守 られています」 と姉妹 は言い

ます。「福音 は，子供 に対す るわた し

の見方を完全 に変 えて くれました。 こ

の子たちは天父の子供なのだと悟って

から，子供 たち とその独創性に対 して

より大 きな敬意を払 うようにな りまし

た。」

子供たちは多 くの誘惑に取 り囲 まれ

ています。でも，ア ングーレムに住 む

10歳 のギオーム ・ラファルグは言いま

す。 「ぼ くはバプテスマを受 けた とき

に約束 したので悪い ことはしません。

してはい けない ことが何なのか， よく

分か るんです。」大勢 の末 日聖徒 の子

供たちの ように，ギオームも福音 とそ

のプログラムか ら霊的な強 さを受 けて

います。祝福師の祝福，セ ミナ リー，

そして教会 の活動 は彼 らの勇気 の源 と

なってい るのです。

スー レ副会長 はこう言 います。「子

供たちのために祈ってい ます。 また彼

らに期待 もしています。あるとき青少

年の活動でサ ンドイ ッチを作って，地

聖徒の道/1996年5月 号
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下鉄近辺のホームレスの人々に配 った

ことがあ りました。子供たちは，食事

を渡 した人たちの うれ しそうな表情が

忘れられず， いまだにその ときの こと

を口にしていますよ。」

開 花

神殿参入は， フランスの会員たちに

とって非常に大切 な目標です。パ リと

フランス北部 に住 む人た ちは， ドイ

ツ ・フランクフル ト神殿に参入 します。

そのほかの会員は，ベル ン郊外のツォ

リコーフェンにあるスイス神殿に参入

します。彼 らにとって，遠距離，費用，

そ して時間は大 きなチャレンジですが，

それで も年に1度 か ら3度 は参入 して

います。比較的近 くに住む人たちはそ

れ以上参入 しています。

「神殿 はまさに地上 の天国のような

場所 です。神殿 に勝 る所 はあ りませ

ん」 と言 うのは， イーゼンワー ドの ミ

シェ リー ン ・ダビ ドです。 「家族 の歴

史 と神殿の業 を並行 して始めると， ま

るで愛 とい う糸を限 りな く紡いでいる

ように感 じます。」

会員の中には，ステークの神殿訪問

の ときに神殿奉仕者 として働 く人たち

もいます。アングーレムのアンドレと

ア リス ・ラファル グは長年，神殿奉仕

者 として働 いてきました。家族歴史を

探求す るの も大好 きです。 「家族歴史

の作業 に取 り組 んでいるとき，この世

と来世 を隔てている幕が とて も薄 く感

じられます」 とラファルグ姉妹 は言い

ます。「先祖の名前 と日付 などの情報

を集めるときは，いっ も助 けを求めて

祈 ります。また，神殿で先祖の儀式を
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叱 左ページ フランス

では，末日聖徒の青少

.声 年数か急増 している。

皆，福音に忠実な生活

を送っている。アンクー レムワー ドの

ク リス トフ ・ア ンプロもその一人。

上 「家族歴史の作業 に取 り組んで

いるとき，この世 と来世を隔てている

幕が とて も薄 く感 しられ ます 」ア リ

ス ・ラファルクは，孫のキオームとタ

ニエルに系図表を見せなが らそう話 し

てくれた。

行 っている間，先祖を近 くに感 じるこ

とができます。」

徐々に会員が増 え，信仰堅固な地元

の指導者が増 えてきている今，フラン

スの教会員たちが楽観的なのも当然 と

言 えます。「わたしには， この国の教

会の将来 に確信があ ります」 とジャッ

ク ・フォーダンは言います。「わた し

には進歩が見えます。時には困難 もあ

りますが，福音 は真実てすか らすべて

うまくい きます。5年 か ら10年 の うち

に，多 くのモルモン3世 が，そして4

世 まで もが誕生す るはずです。多 くの
いんせき

家族は結婚によって姻戚関係 になるて

しょう。3世 代の教会員がで きた とき，

福音 は確かに根付 いた と言えるのでは

ないで しょうか。」

農村部のよく世話 の行 き届いた畑の

ように，フランスの支部や ワー ドはす

ばらしい実を結んでいます。庭 の植物

のために草むしりと水や りをしてよく

手入れをする庭師のように，地元の指

導者や専任宣教師は，それぞれの地域

の必要に心 を尽 くして対処 しています。

福音 にしっか りと根 を下 ろした フラン

スの会員たちは，その強さと美 しさと

いう点で， まるで夏の暑 さと秋の霜に

耐 えて生 き延び，10月 の暖かい日の光
おう カ

にその生を謳歌 している，庭園のた く

ましい植物 のようです。彼 らは，堅固

な信仰て，次の夜明け，春，そして成

育期 を迎 えようとしているのです。□
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1980年 以来,ア メリカ合衆国以外の
こん

国々の教会員数 は28パ ーセ ン トか ら今
にち

日の50パ ーセン トまで増加 した。

当教会が公式に設立されたのは1830

年4月6日,ア メ リカ合衆国 ニュー

ヨーク州 フィンガー レー ク地区におい

てであるが,1847年 か らはソル トレー

ク･シ ティーに本部が置かれ るように

なった。

設立以来,教 会 は伝道活動 に力 を注

いできた。それが現在の教会の発展 と

活力の源 となっている。今 日,約5万

人の宣教師が世界中に派遣 され,イ エ

ス･キ リス トの回復 された福音 とい う

自分たちの信 じるユニークなメッセー

ジを伝 えなが ら人々の改宗 に努力を傾

けている。

設立時はわずか6人 であったこの教

会は,現 在 では156の 独 立 国お よび属

領地で2万2,000以 上 のユニ ッ トを持

つまでに発展 して きた。

最 も劇的な発展を遂げたのはラテン

アメ リカである。メキシコとブラジル

はそれぞれ73万5,000人 と55万5,000人

の教会員 を擁iし,合 衆国 に次 ぐ規模で

ある。 また,チ リとペルーは5位 と6

位 である。4位 はフィリピンで,教 会

員数 は36万 人である。

最近の発展が著 しいの はアフリカで

あ り,1976年 に は7,000人 に 満 た な

かった教会員数が,現 在では24か 国で

10万 人 を擁 するまでになって きている。

英語,ス ペイン語,ポ ル トガル語 に

次いで教会で共通に話 されている言語

を見 ると,合 衆国以外で どの地域が発

展しているかが分かる。タヒチ語,ト

ンガ語,サ モア語,韓 国語,中 国語,

広東語,ラ オス語などの言語,そ れ に

タガログ,セ ブアノ,イ ロカノ,ヒ リ

ガイノン,ペ ンガシナン,ビ ロカノな

どのフィリピンの各地の言語である。

アメリカ合衆国 とラテンアメ リカに

次いで末日聖徒の数が多いのは,ア ジ

ア,南 太平洋地域,ヨ ーロッパ,カ ナ

ダ,ア フ リカ,カ リブ海地域の順であ

る。□

チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

各界要人,

教会広報スペシャリス ト

ジ ョセリン･マ ン･デ ンヤー

ワシントンロ.C.発

会 員 には,お なじみの｢恐 れず

教来 たれ,聖 徒｣(『 賛 美歌』17
番)の 碇律 が流 れる中,4,000人 を超

える合衆国政府,諸 外国,州 および宗

教界の指導者が一堂 に会 して,世 界平

和 と,全 世界 の人々への理解 と愛 を求

めて祈 りをささげる朝食会が開かれた。

き と う

全米祈薦朝
2月1日 ワシン トンD.C.で,ビ ル･

ク リン トン合衆国大統領 とヒラリー夫

人,ア ル･ゴ ア副大統領 とティッパー

夫人 の列席 を得て,｢1996年 度 全米祈

疇朝食会｣が 開催 された。当教会か ら

は,七 十人で北アメリカ北東地域会長

のボーン･J･フ ェザLス トーン長老

が出席 した。

この会 を主催 したのはユタ州選出の

ボブ･ベ ネッ ト上院議員である。同議

員 は当教会の会員であ り,毎 週上院の

有志議員が出席 して開催 されている祈

薦会 の会長 を務 めている。

朝食会でフェザース トーン長老は教

会 を代表 して演説 し,次 のように述べ

～

.
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i
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

こ ぼ う

再組織された神戸伝道部御坊地方部長会

去るE月U日,ア ジア北地域第一副

会長のサム･K･島 袋長老管理の下に

開催された御坊地方部大会で,旧95年

10月より地方部長の責任を果たしてき
ちかあき

た山本謹彰兄弟が解任され,新 たに中

沢悟兄弟(写 真左)が 召された。第一

副部長には浜田耕一兄弟(写 真右)が

召され,そ の任に当たる。

蓮
蓬
蓬
　　　脇畦鞍
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主の恵み人にも分かたん

｢人が存在するのは喜びを得るためである｣

神戸伝道部御坊地方部長

中沢 悟

｢ち ょっとすみません。少しお話
しして もいいですかP｣19歳

に なったばか りの夏の暑い日,わ たし

は東京 にいる幼 なじみの友人を訪ねよ
りゅう

うと浜松の駅前を急いでいました。流
ちょう

暢な 日本語 で呼 び止 めて くれた アメ

リカ人青年のおかげで,わ た しはこの

教会の存在 を知 ることがで きました。

親元を離れ,一 人暮 らしを始 めたわた

しにとって,こ れからの長い人生 で何

を支えにして生 きてい くべ きか という

ことは大切な課題だったのです。 その

ときは,た だ漠然 と自分 自身だけを頼

りに生 きてい くしかないと考 えていま

した。

22年前に浜松支部で改宗

何度 目かのレッス ンの ときに 『モル

モン書』を手 にしました。初めてこの

書物 を読んだ ときの印象は,今 で も

はっきりと覚 えています。不完全な人

問が このような書物 を書 けるはずがな

い。 もし,神 が存在するとすれば,こ

の書物 は神か ら来た もの に違いない。

そう思ったわた しは続 けて話 を聞 きな

がら,も しかすると,こ の教会 の教 え

の中に自分が探 し求めていた人生の目

的の答 えがあるのではないか と直感 し

てい ましたd

3か 月後の1974年10月5日,当 時 ま

だ民家 を借 りて集会 をしていた浜松支

部(現 在静岡ステーク浜松 ワー ド)の

教会 の庭 に作 られたバプテスマフォン

トでバプテスマを受 け,教 会の会員 に

確認 されたのでした。

時のたつのは早いもので,す でに22

年 もの歳月が流だようとしてい ます。

バプテスマを受 けた とき,わ た しは一

つの決心 をしていました。それは,も

しこれか ら先,教 会の教 えの中に自分

が どうして も納得で きないようなもの

があれば,そ の ときは教会 をやめよう,

とい うことでした。 しか し,こ の22年

間の教会員生活 の中で,そ れを見つけ

ることはできませんでした。教会の教

えはすばらし く,い つも自分 自身の至

らなさを身 にしみて感 じる毎 日でした。

バ プテスマか ら4年 たつた ころ,

リーハイが夢の中で,今 まで食べた こ

とのないようなおいしい木の実 を食べ,

それを自分だけではな く,家 族の皆 に

も食べ させてあげたいと思 った とあ り

ますが,そ の思いがようや く分かるよ

うにな り,伝 道 に出る決心 をしました。

スペ ンサー･W･キ ンボール大管長か

らの専任宣教師の召 しを待つ日々は,

ほ んとうに一 日千秋の思いでした。待

ちに待 った ソル トレークか らの手紙を

わ くわ くしなが ら開封 したのを今で も

はっきりと覚 えてい ます。

1979年5月 か ら2年 間,神 戸伝道部

で宣教師 として主 に仕 える機会 を頂い

たのは,わ た しの最 も喜び とする出来

事の一つです。伝道生活は,何 ものに

も変 えられない貴重な体験であ り,人

生の中で もひ ときわ光 り輝いてい る時
あかし

期であると証 できます。

前途多難の新婚生活

伝道を終えて5か 月後,浜 松 ワー ド

の会員の方々の温かい励 ましと見守 り

を受 けて結婚 し,新 しい人生のスター

トラインに立 ちました。前途多難 とい

う状態か ら始 まった新婚生活,妻 の病

や
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第4回 関東･甲信越地区帰還宣教師大会に

430人 が参加 シオン建設のために一つとなって

る2月12日,東 京吉祥寺の東京

去 ステークセンターで,ア ジア北
地域会長会第二副会長のレックス･

D･ビ ネガー長老ご夫妻をお招きして,

東京北および東京南伝道部主催の帰還

宣教師大会が開かれました。この大会

は,両 伝道部内に在住する帰還宣教師

を対象に,彼 らに交流の場を提供する
あかし

と と も に,｢主 イ エ ス･キ リ ス トを 証
み

する特別な召 しに働いた者 として,御
わざ

業を推 し進 めることの大切 さと祝福を

思い起 こし,シ オンの建設 のために一

つ となる｣こ とを目的 として,3年 前

か ら毎年開催 されて きました。

今回の大会 には熊沢幸雄(東 京北伝

道部),グ レン･N･ロ ウ(東 京南伝

道部)の 両伝道部長 ご夫妻 のほか,過

去に日本の伝道部で働かれた10組 の伝

道部長 ご夫妻や,1952年 に 日本人 とし

て初めて召された宣教師の一人で ある

今井一夫兄弟 をはじめ,初 期の宣教師

の方々 も多数参加 し,総 勢430人 あ ま

りの大 きな大会 となりました。大会は

① ビネガー長老 ご夫妻 のお話,② 海外

の伝道部 と日本伝道部 をはじめ とする

初期の伝道部 を含 めた12の 伝道部 ごと

の リユニオン,③16の コースに分かれ

ての福音の実践を学ぶセ ミナー(分 科

会),④ 証 会,⑤ 独身者 による交流会

の順 にプログラムが進行 しました。

宣教師の召しは永遠である

大会 の 冒頭,ビ ネガー長 老 は,集

まった人々の気持 ちを代弁するかのよ

うに,ア ルマ書第17章 か ら引用され,

アルマ とモーサヤの息子たちが福音 を
の

宣べ伝える旅の途中で再会し,互 いの

無事と成功 とを確認し合ったときの喜

びについて話され,集 った人々の過去
き ょう

の労をねぎ らい,今 日ともに集 えた こ

譲

碧

縁

薦

㍑

舞

護

､､､､

麟

据･難
ノ 騨

帰還宣教師大会で話されるアジア北地

域第二副会長の レックス･口･ピ ネ

ガー長老(東 京ステークセンターで)。

とへの感謝の気持 ちを伝 えて ください

ました。

また帰還宣教師は,専 任宣教師 とし

ての責任 を解任された ものの,宣 教師

としての召 しは今 も終わ っていない こ

と,そ の召 しが この世だ けに とどまら

ず,来 るべき世に至 るまで永遠に続い

ていることを強調 されました(教 義 と

聖約138:57参 照)。 そして｢皆 さんが

核 とな り,現 在働いている専任宣教師

の伝道を助 けるとい う姿勢で はな く,

彼 らに自分たちの伝道 を助 けて もらう

という自発的な姿勢 をもって,毎 年一

人が一人の人 を導 けるように努力 して

ください｣と チャレンジを与えられました。

リユニオンは,今 回,両 伝道部の帰

還宣教師が集 ったため,よ り多 くの仲

間 と旧交 を温め,相 互の活躍 を確認 し

合い,証 と励 ま.しを分かち合 う楽 しい

会 にな りました。

好評だった16の セミナー

リユニオンに引き続いて行われたセ

ミナーでは,か つての伝道部長や経験

豊かな講師の皆さんから実生活での福

音の実践 について,1時 間30分 にわ

たって楽しく学びました。その中の一

つ｢夫 婦伝道｣の セミナLの 中で,講

師の西原良男兄弟とキクノ姉妹は,か

つての仙台,大 阪両伝道部 と神殿で夫

婦宣教師として奉仕された日々を振 り

返って,主 が行われた数々の奇跡を紹
ひ けつ

介 して くださった後,そ の成功の秘訣

を尋ね られて次の ように言われました。

｢わ たしたち は自分た ちで は何 もでき

ない ことをよく知ってい ました。です

か ら毎 日,100パ ー セ ン ト完全 に主 に

頼って生活 し,伝 道 していました。そ

して今 もそのように しています｣(ア

ルマ36-37,42章 参 照)。 このお二人

の言葉 は,そ こに参加 した人々 に,か

つて同 じ思い と経験 を味わ った自分 を

思い起 こさせ,現 在のあるべき姿を改

めて感 じさせて くださるもので した。

これは,こ の大会に参加 したすべての

人々が,い ずれかのセ ッションを通 じ

て少 なからず経験 された思いで しょう。

なお,企 画されたセ ミナーの16も の

コースは,ど れ もきわめて レベルの高

い ものであったため,参 加 されたた く

さんの帰還宣教師の方々か ら,こ れだ

けでも参加 した意義があった との声が
み たま

聞かれ ました。証会 も御霊あふれるす

ば らしい会でした。

タコスを作っての
｢独身者による交流会｣

また今回初 めて企画された｢独 身者

による交流会｣は,タ コスを一緒 に作

り,食 べなが らの楽 しい交流の場 にな

趣

ー
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

零下15度 の中,雪 中キ ャンプ

スカウ ト札幌第23団 からの レポー ト

札
幌ステーク 。ボーイスカウ ト札

幌第23団 のボーイ隊8人 が,去

る2月10日 か ら12日 までの3日 間,帯
しかりべつ

広市近 くの 然 別湖 で雪中キ ャンプを

実施 しました。

｢氷 点下の覇者
｣を テーマに,北 海

道で も有数の酷寒地での冬期 キャンプ

を実施 しました。最後 までや り抜 くこ

とができるか,一 抹の不安 を覚 えなが

らも参加者一同,3日 間のキャンプに

チャレンジしました。

まず,1日 目はイグルー(エ スキ

モーの雪 〔氷〕の家)作 りか らスター

トです。作 り方は,あ らか じめ用意 し

てあ る,氷 のブロ ック(1個 約20キ

ロ)を,円 形に積み上げ,シ ャーベ ッ

ト状の雪をセメン ト代わ りに塗 り固め

てい くもので,エ スキモーの家 と同じ

ようなもの を完成 させ ます。特に,屋

根は,ド ーム状に積み上げる高度 な技

術が要求 され ます。ネイチ ャーセ ン

ターのスタ ッフの指導を受 けなが ら作

業を行 い,つ いに2日 がか りで完成さ

せました。

完成 したイグルーで,い よいよ寝泊

まりすることにな りました。外 は,予

一人1台 のスノー

モービルが与 えら

れ,途 中雪だ まり

にハ ン ドル を取 ら

れなが らも,大 自

然の中を開拓者の

ように進 みました。

厳 しかったけれ ど

も,有 意義な3日

間で した。

ボーイスカウ ト

活動は,若 い男性,

想 どお り零下15度 とな りましたが,イ

グルーの中は,意 外 と暖か く,と いっ

て も氷の家ですから,相 当な覚悟が必

要で した。(就 寝装備 は,も ちろん冬

用 の寝袋 を使用す るな ど,重 装備で

す。)

寝 る前にイグルーで集会 を開き,白

い息を吐きながらの聖文 の学習 は,厳

しさと霊性が入 り交 じった忘れ られな

い体験でした。

最終 日は,全 員でスノーモー ビルに

乗 り,森 林 ツアー

灘 灘 羅欝 ∵映

初等協会の活動 の一環です。 自然 を友

として活動す る中で,こ の地球が神様

か らのすばらしい贈 り物 だということ

が よく分 か ります。 また,す べての こ

とは,み んなで助け合って,成 し得 る
あかし

という証 を持つことができます。そし

て様々な活動 を通 して友情が芽生え,

それ をは ぐくむことができます。

札幌第23団 は,ボ ーイ隊,カ ブ隊,

ビーバー隊を合わせ ると37人 のスカウ

トと11人 の指導者が活動 してい ます。

また,本 年4月 からはシニア隊が発足

しました。 これからも,青 少年の自立

と進歩 を目指 した活動 を進 めていきま

す。(レ ポー ター:西 田孝雄,札 幌 ス

テーク 。ボーイ隊隊長)
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喜んで身代わ りの儀式を受け,真 剣に

その死者の ことを思いなが ら儀式 をす

ると,御 霊がすば らしい真理の何か を

教えて くれ ます。心の清 さによって胸

の奥底から愛 を伝 えて くれるのです。

ジョセフ･フ ィールディング･ス ミ

ス大管長 は次の ように言われ ました。

｢死 者のために働 く人 々は
,こ の世 的

な俸給や報いをいささか も期待 してい

ない。さらにこの業は,人 々が忠実 に,

途 絶 えることなく儀式に携わっている

うちに,心 に愛が芽生えて くる業 であ

る。金銭的には何 の見返 りもない。 し

か し救いのために尽 くした相手の人々

とともに,天 において大 きな喜びがあ

るで あ ろう。｣(『 救 いの教義 』2:

133)こ の業 は,確 かに神の業であ る
あかし

と証いたします。

大病して知る人の祈りと愛

夜 になると星が見 え,神 の創造,宇

宙の偉大 さが分かるようにな ります。

大病 をする と,健 康 な ときに見 えな

かった ことも見 えてきます。入院中に,

今,教 会 に見 えておられない兄弟姉妹

たちがわたしを慰 め,励 まして くださ

い ました。一つ一つの折鶴に,祈 りが

込められているのが痛いほど身に しみ

て感 じました。

それぞれの事情があって,今,教 会

へ来 られていない兄弟姉妹の皆様,苦

しい とき,悲 しい とき,ど うぞひそか

に主を呼び求 めて くだ さい。そして今,

じっ と試練に耐 えてお られ るあなたが

た は,神 様の大切 な娘,息 子 であるこ

とを,わ たしは知 っています。

御子 を信 じる者の故郷 は天上 にあ り

ます。あなたの故郷 は天 のお父様 のも

とにあ りま す。主は優 しい,大 切 なあ

なたがたを心から愛 しておられ ます。

そっと耳を澄 ませてお聞き ください,
み こえ

天のお父様の優 しい御声が聞 こえるで

しょう。｢神 はそのひ とり子 を賜わ っ

たほどに,こ の世を愛 して下 さった。
み こ

それは御子を信じるものがひとりも滅

わ た し の 証

びないで,永 遠の命 を得 るためで あ

る。｣(ヨ ハネ3:16)

菊 池 長老 をはじめ,兄 弟姉妹たちの

祈 りと助 けによって,難 病 は去 りまし

た。主は,再 びわたしに大切 な時間 を

与えて くださいました。肉体 は少々不

自由で も,今 のわた しは,主 によって

霊的に祝福 され,大 きな喜びを得てい

ます。神は今 も,こ れか らも永遠 にわ
み わざ

た って御業を進めていかれます。主は

生 きてまします ことを証いた します。

(こお りだ･た か し)

奇跡に先立っ信仰の大切さ

20世紀なしの収穫での教訓

岡山ステーク鳥取支部

福田正二,節 子

｢,ん なに小さくて大丈夫だろう
Lの か。｣出 荷 を2週 間後 に控 え,

果 樹 園中 を見 回 って,不 安 が頭 をよ

ぎった1995年 盛 夏の ことです。

例年な ら,枝 もたわわに大き く実 っ

ているはずの,20世 紀 なしが小 さいの

を認 めたからです。 ピンポン玉 くらい

の大 きさが ほとんどで,大 きくて もテ

ニスボールのサイズしか太 っていない

のです。7月23日 の梅雨明 け以来,1

か 月間,ま った く雨が降っておらず,

連 日連夜熱帯のような猛暑が続いたせ
かんすい

いで しょう。夜間潅水 をしているに も
ありさま

かかわ らず,焼 け石 に水 とい う有様で

す。 この ままでは,20世 紀 な しどころ

か,稲 作や ほかの作物に も被害が出る

に違 いない,そ ういう不安が,日 ごと

に大 きな心配事 となっておりました。

天災は農業 にとって命取 りなのです。
■ な ら

アイダホの聖徒の信仰に倣って

折 しも,菊 地良彦神殿長 ご夫妻の訪

問 を,昨 年8月27日,米 子 ワー ド神殿

特別集会に頂 き,お 二人のお話 と証 を,

わ た したちは目か らうろこが落 ちる思

いで伺 ったのです。

とりわけわたしたちの心 に響いたお
み わざ

話は,信 仰をもって神殿儀式の御業に

奉仕することにより,奇 跡を得たとい

うアイダホ州の忠実な農業を主体 とす

る聖徒たちの実話でした。じゃがいも

を植え付ける季節になって雨が何年も

降 らなくて困っているとき,ス テーク

大会に訪れた菊地良彦長老の勧告に
じゆうぶん

従って神殿参入に時間を割き,什 分

の一を完納し,断 食して雨を降らせて
けんそん

くださるよう謙遜 に祈 り,雨 を降 らせ

て くださるとの信仰を もって種をまい

たアイダホの兄弟姉妹 のお話 は自分た

ちに勇気を与 えて くれました。

わたしたちは,思 わず顔 を見合わせ

て,｢こ れが答 えだね｣と,互 いに目

でささや きました。そして,重 くの し

かかっていた不安感が,希 望の光 に変

わ ったのを感 じました。 このとき,わ

たしたちもゆ必ずや雨 を頂いてよい実

りが得 られるとの信仰 を持つ必要があ

る と分かったためです。
はらから

｢そ の 同胞 と同様 に望 みを抱 くこと

がで きるように,そ の言葉を自分 自信

に当 ては めて… …｣(1ニ ー フ ァイ

19:24)と 記 したニーファイのように

菊地神殿長のお話 を,わ た したちのた

め と当てはめて考 えることができたの

です。指導者 を通 して頂いた主の導 き

に心か ら感謝 し,わ たしたちの都合勝

手 な怠惰心を悔い改めることになった

のです。人間の考 えと方法に頼むので

はな く,主 の業に奉仕す ることによっ
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